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学校で授業
小学生どうしで畑やこども食堂
の話が広がっていく

広場で勉強
放課後そのまま利用する

畑で水やり
やがて毎日の日課となる

こども食堂で夜ご飯
地域の人も交えて食事する

帰宅
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17:00

18:00

お家で昼ごはんを食べる

家族で畑を訪れる
親は子供の成長を感じられる

広場や庭で遊ぶ
カフェや図書室で休憩も

こども食堂で調理体験
月に 1回、小学生が調理体験出来る

こども食堂で夜ご飯
家族や地域の人と一緒に食べる
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作業場

建築概要

こども食堂
・構造　　　木造  1 階建て  ( 離れ )
・床面積　　172.24 ㎡
・最高高さ　3,170 m　　
　　

建築概要

アトリエ
・構造　　　木造  1 階建て  ( 建築群 )
・床面積　　49.69 ㎡
・最高高さ　3,300 m　　
　　

建築群

テラス こども食堂 販売所 畑 広場

小学校

建築群を訪れるきっかけ
バスを待つ地域の人が利用したり
小学生が放課後遊びに来たりする

小学生の居場所
畑を見に小学生が定期的に
訪れることで新たな居場所へ

地域の交流の場
畑とこども食堂との間に販売所があるため
子供達と地域の人々との交流が生まれる

食育の場
育てた食物を使った料理を提供
することで、子供達の食育へ繋がる

建築群からの誘導
建築の機能を外部まで溢れ出させる
ことで、建築群からも人々を引き込む

小学生のタイムスケジュールの例

建築群の入り口

建築群の初めの施設のため、誰もが気軽に利用
できるよう、用途を持ちすぎない空間にした。

育てる

食べる

学ぶ

待機児童・留守家庭児童問題

現在、早島町で問題となっている留守家庭児童問題に着目し、こども食堂を計画する。
ここで、留守家庭児童とは、保護者等が労働のため家庭を留守にしていることが常態で
ある児童のことを指す。
早島町では、留守家庭児童会に入会した児童は、放課後児童クラブや児童館などで、親
の帰りを待つことが出来るが、児童数が増えるのに対し、職員は手薄になったり、入会
していない児童がいたりと、放課後に居場所がない児童が多数いるのが現状である。
そこで、子供達の居場所となりつつ、筋の形成も行うことが出来るようなこども食堂を
設計した。
小学校からそのままアクセス出来る敷地のため、小学生が来ることを前提として、畑を
配置し、小学生に役割を与えることで、放課後にここへ来る理由を作り出す。
また、建築群で用いた、水路を引き延ばしたり、土間空間を作ったりする操作を、実践
することで視覚的に奥の敷地へと歩かせるようにした。

食育

小学生が畑で育てた食物をこども食堂で食材として
用いることで、自分で育てたものが、料理になり、
それを食べるという一連の流れを体感することで、
食育にも繋がる。

食育

軒裏換気口

軒裏：ケイカル板目透かし貼

敷きモルタル
基礎コンクリート
基礎砕石

根太 75×85
縁束 φ≒ 90
束石

土間 アトリエ WC

縁板 t=20

水切り

外壁：漆喰仕上げ
　　　モルタル
　　　ラス網
　　　防水フェルト
　　　下地板
　　　銅縁
　　　透湿防水シート
　　　

土間コンクリート t=150
発泡ポリスチレン t=25
防湿シート二重敷き
砕石地業 t=100

床：石英石 t=20
　　モルタル t=20

引き違い木枠扉

水路

屋根：カラー鉄板 t=0.4　波板葦き ( 小波 )
　　　アスファルトルーフィング 22kg
　　　耐水合板 t=12
　　　断熱材 グラスウール t=50
　　　垂木 45×55 ＠450

梁：105×210

柱：105×105

鼻隠し：米松 t=36

内壁：構造用合板 t=12
　　　透湿防水シート
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週末は家族と訪れ、食事することで
こども食堂が楽しい場所と認識
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道路からホールを見る

土間からカフェを見る

カフェ内観

sound

３　学習教室　/　4　ホール

5　カフェ

倉庫

ホール

倉庫

キッチン

カフェ
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教室 1
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建築概要

学習教室
・構造　　　木造  1 階建て  ( 離れ )
・床面積　　49.69 ㎡
・最高高さ　2,919 m　　
　　

建築概要

カフェ
・構造　　　木造  1 階建て  ( 建築群 )
・床面積　　100.85 ㎡
・最高高さ　3,300 m　　
　　

ホール
・構造　　　木造  1 階建て  ( 建築群 )
・床面積　　59.62 ㎡
・最高高さ　3,300 m　　
　　

ホールやショップ、図書室などの、柱や壁が、少ない空間
では、構造壁として格子壁を用いる。
壁ではなく格子にすることで、抜け感を保ちつつ、構造と
しても成立させることを目指した。
ショップや図書室では、会話はできるが、仕切りとしても
成り立つように縦横のメッシュの格子にした。
ホールでは、子供達の遊具としても成り立つように、格子
の下を 1mほど開けて、くぐって遊べるようにした。
どちらの格子も 105×60 の木材を使用した。( 平面図 青色 )

木製耐力格子壁

土間空間と庭の間に位置するカフェは、視線の抜けを意識
し、全面ガラス張りの半屋外空間とした。
カフェ越しに奥の庭がみえることで、通行人を奥まで誘導
することが出来る。

庭には、樹木やお花など、たくさんの植物を植える。
例えば、早島町の花である、サツキ。サツキは、ツツジの
仲間で、咲くとあたり一面に甘い香りが漂う。
間接的な解決の、広場や公園にも同じ花を植えることで、
匂いにつられて歩く人の筋が自然と作られる。

土間と庭 植栽

図書室 /ショップ

構造×間仕切り

ホール

構造×遊具

建築群を長手方向から見ると、筋を
感じさせるために、雁木の土間が続
く空間にしたため、雁木の奥に建築
がある、という同じような景色が広
がっている。
歩く人が同じような構成でも飽きな
いようにするために、大屋根に穴を
開け、光が入る中庭とすることで、
連続する土間空間の中にも、違った
景色が見られるようにした。

中庭

庭

中庭
屋根に穴を開け光を取り込む

カフェ
地域の人々の交流の場

ナカ土間
通り抜けられる

ホール
子供達の遊び場
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ガラス屋根

鉄板仕上げ

図書室内観

工房とショップ間の裏路地

ショップ脇の土間

6　図書室

7　畳工房　/　8　ショップ

ショップ

倉庫

倉庫

工房

事務所

機械室

屋根構造 1

図書室 カフェ

畳工房 ショップ

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

分散配置の建築を切り妻の大屋根で覆う構造。
左右に分かれている建築群それぞれに屋根をかけ、裏路地側
の梁を向かいの建築の柱に落とすことで、建築どうしの間の
裏路地にも低い屋根がかかる。
さらに、裏路地の屋根の仕上げをガラスにすることで、狭い
道でも圧迫感のない空間となる。
水路沿いの土間空間にも、屋根がかかっているため、その道
との差別化も図る。
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屋根部分断面詳細図　1:30
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建築概要

畳工房
・構造　　　木造 1階
・床面積　　116.32 ㎡
・最高高さ　3,040 m　　
　　

ショップ
・構造　　　木造 1階
・床面積　　103.51 ㎡
・最高高さ　3,300 m　　
　　

建築概要

図書室
・構造　　　木造  1 階建て  ( 建築群 )
・床面積　　49.69 ㎡
・最高高さ　3,040 m　　
　　

早島町は、かつてはい草、畳表の全国的な産地であった。
現在は、い草の栽培面積はゼロになってしまったが、い草
の文化や歴史は継承されている。
い草を用いたものづくりの体験教室や、町内で行う花ござ
祭りなど、い草は町民に親しまれている。

い草のまち、早島

い草の町として発展してきた早島は、現在でも畳の生産を行っている。
対象敷地にも、100 年以上続く畳工場が残っており、教育ネットワークを
形成する上で必要だと考えたため、以前より規模は小さくなったが、工房
として建築群の要素に取り込んだ。
ショップも併設することで、地域の人も気軽に訪れられるようにした。

畳工場の継承

屋根構造 2

裏路地にかかる屋根は、両側の建物の梁の延長によって構成されて
おり、梁を切断しないで良いように梁を細くし、交差させた。
通常の梁が 105×210 なのに対し、裏路地の梁だけは、50×210 と
し、1本の柱に対して 2本の細い梁が接合している構造。
柱と梁の接合部分には、SE 金物を用い、ボルトでによって繋ぐ。
梁を細くしたことで、切断して接合する手間が省けるという利点
だけでなく、裏路地の軒裏も細い材で構成されるため、圧迫感の
ない空間となった。

床の仕上げ

図書室の床の仕上げだけ、全面畳にしている。
もともと畳工場があった敷地のため、歴史を感じやすくし、
新しくできる畳工房との繋がりも感じられるようにした。
寝転んだり座ったり、落ち着いて読書を楽しめる空間になる。

図書館とは違い、地域の人々が家から持ってきた
本も置いてあるため、訪れる人の間に見えない繋
がりが生まれる。
世代が違う人どうしの交流のきっかけにもなる。

見えない繋がり

ボルト

ボルト

SE 金物

柱 105×105

梁 50×210

梁 105×210

桟木

SE 金物
梁 50×210

谷樋

柱 105×105

梁 105×210

シールL字捨て板金

アミ入り透明ガラス ( ヒシワイヤー ) t=6.8

カラー鉄板 t=0.4　波板葦き ( 小波 )
アスファルトルーフィング 22kg
耐水合板 t=12
断熱材 グラスウール t=50
垂木 45×55 ＠450

庭
建築へと誘う

ショップ
早島の文化継承へ

体験
縁側による外との繋がり

中庭
奥の建築へと誘う
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